
 

 
 
 

 

 

 

開花に向けてカウントダウン開始 

果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

● モモの芽は秋以降、最初に自発休眠という深 

い眠りに入り、途中で気温が高くなっても開花 

しません（図）。その後、一定期間低温にあたる 

とこの状態は終了します。しかし、すぐに開花・ 

発芽するわけではなく多少の移行期間をおい 

て、他発休眠という次のステージに入ります。 

● 他発休眠は、温度等の他の条件が揃わないため 

開花へ足踏みをしている状態です。 

● この状態への移行時期はモモでは１月下旬から 

ら２月上旬となります。つまり、今後は気温が 

上昇し、条件が良くなればその分開花に向けて 

樹の内部で準備が進んでいきます。 

● 以前はモモの開花始めは４月に入ってからでした 

が、最近では３月中の開花も驚かなくなりました。 

凍霜害対策も考えながら準備を始める時期です。 

 

● 開花始めまでに行う病害虫防除に 

ついてまとめました（表）。 

● 休眠期防除は、樹体生育が開始す 

る前に病害虫の初期密度を低減し、 

その後の生育期全般にわたり病害 

虫の発生を低く抑えるために行い 

ます。 

● 近年は温暖化傾向により予想外に 

開花・生育が早まることがあるの 

で、防除時期が遅くならないよう 

適期に行いましょう。 

休眠期防除は適期に実施 
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図 モモの休眠期間（神奈川農総研） 


